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深層崩壊の定義と問い

•ここでは深層崩壊を「深さに関わりなく地質構
造を原因とする崩壊」とする 地域や地質環境
によって異なるが，概ねその深さが数メートル
以上となっているものが多い．

・（狭義の）地すべりは特定の地質環境において
発生し，好発する地域が存在するが 「深層崩
壊」も特定の地質・地域で発生するのか？
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平成30年7月豪雨での
法華津（ほけつ）湾周辺の深層崩壊群

Wikipedia 
令'―

西予市明浜町・宇和島市吉田町

•愛媛県宇和海に面する法華津湾
周辺で表層崩壊と共に深層崩壊が

頻発した．

・深層崩壊群の発生前の 12時間
降雨呈は 30 0ミリ以下であった
(7 2時間でも 45 0ミリ以下）

・深層崩壊の分布は 1kmメッシュ
解析雨量の結果と必ずしも整合し

ない．

•特定の地質条件を備えた場所に
深層崩壊が集中していた．
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解析雨量 (1kmメッシュ）
2 0 1 8年
7月5日～7日までの 72時間雨量分布

哨

7日7日0時～ 12時までの
1 2時間雨量分布 (7時～8時に崩壊多発）

ヽヽが』叫躙陀ユーふ名一

心`と
迄
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7月5日～7日までの 72時間雨量分布＋深さ 2m以上の崩壊 （赤丸）

ヽ
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7月7日12時までの 12時間雨量分布＋深さ 2m以上の崩壊 （赤丸）
宅

ヽ

[ 1 kmメッシュ雨量分布と深層崩壊の分布は合っていないように思われる
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国土地理院撮影のオルソ写真

2 0 1 8年豪雨による深層崩壊地
表層崩壊よりも深層崩壊の方が土砂を多く生産している
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0.5 m-DEM地形表現図（林野庁森林整備局DEM)

2 0 1 8年豪雨による深層崩壊地＋過去の深層崩壊地

過去の深層崩壊もレーザー計測によって得た真実の地形には残されている
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800 

亨冥
広

2 0 1 8年豪雨による深層崩壊地（●） ＋過去の深層崩壊地（●）

ヽ

，
 

ね仏像構造線に沿って分

る付加体砂岩領域に深層崩

2 0 1 8年豪雨による崩壊地（●） ＋過去の崩壊地（●）
＋シームレス地質圏 V2 
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華津湾から三間にかけては概ねその

令

サ

2 0 1 8年豪雨による崩壊地（●） ＋過去の崩壊地（●）
＋地形陰影図（地理院地図）
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大規模せん断構造と関係する微小構造

鱗片状壁開を持つ泥岩基質と，右横ずれを示し白色鉱物脈が発達するレンズ

状砂岩塊
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図仄， 1-8 培平千r判断 (I)に重複したK1平1r(l|lik(2)に (1’

うプーダ ン化によるメランジュ＇苔塊の形成モ

デル(Kinlura& Mukai, 1 991) 

図仄3-3 メランジュとそれに関係した；；Iいの符徴と分頚(Rayn9Ond, 19841 

A ・砂t;i1辞紐けの1，199の破断とi比{f化の進trを小す悦式図 その柑度に比じて弱いはうから力'iい方へa, 8, 

r, 6 ]こ 4区分する・

］1 :海11：地殻物行（オ7 fオライ ト1の破断と混If化9)辿行をふす投式l", Aと11をつなぐ欠Cl]は社IれがiIt合する

こと を示す

C:Aとnに示されたメランジュとそれに1月係した府体の分灯1に191する 8つのクイプ分け ］ ；火］戊起栢． s:Jli.

積起源 T:I青店1乍Ill起源 o]9S90SImme. ig]0999C 999elaI9geなどにつし、ては本文参ll99

狩野謙ー，村田明広 (1998)
「構造地質学」 14 
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§1-4 破断層と混在岩

我が1頑［にはプレー ト迷動に伴って口本列島に付）Jl］された1-t）II]体 (accre-

uonJry prism)が）1.く分布している。付）JII体の典閉的な地A1ば破浙柑

(bcoken beds) と呼ばれ，池府が切れ切れになったものや~ iJa 

中に他の沿石のプロックが含まれているようなもの（プロックインマトリ

クス.block in matcix)である（写真1-1)0後者は混在岩 (mixedcock) 

とも呼ばれるが．プロ ックとして砂岩以外の玄武料や凝灰岩など沢買な岩

行が含まれるものを乱IE岩という場合が多い，プロック の中には IOOmオ
ーダーの大きさのものも ある。混在岩が縮尺2万5千分の 1地形図に厄l示

できるようなスケールを持つ場合．メランジュ (melange) と呼ばれる。

破断培はプレートの沈み込みに伴って形成されるテクトニソ クなものと ．

溺底地すべりによって形成されるノンテクトニ ックなものとがある。いず

れにしても小規快な断/,'!1紺が発送し．それ沿いにむ9iがJflかれ，滑りや
すくなっていんことが多い。わが1司に分布するJiHRし19)l勾巾生代や古'tit

の地Mにはこの破断K1が非常に多く．むしろ整然とした地眉の方が少ない

ともいえる。
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千木良雅弘 (2018)
「災害地質学ノート」

写真,., 典型的なプロ ノクインマトリクス構這

泥沿駐宵の巾に組；がプロ ックと して含まれ▼そのワさは鄭船して
いる。 1●くなった部分に附坪面に ,,,•交 J沖］のわ失脈が多数生じている

（紀伊山地四Iii沿） 15 
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図 2-1 四国における四万十帯の分布と地質断面 四万十帯の分布範囲内で白ヌキの所は主としてタービダイト屈の分
布する所を示す

平朝彦 (1990) 「日本列島の誕生（岩波新濯：）」
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［流動性崩壊は断層角礫への浸透と崩壊が原因・断層角礫は風化とも関係
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法華津湾沿岸に深層崩壊が多発し， 内陸部ではやや少ない

ヽ
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シュミットロックハンマーの反発値の分布
西側ほど反発値が小さい

➔ 西側ほど風化した露頭が多くなる
実際西側ほど尾根頂部の曲率が大きくなる,,.
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1深層風化が深層崩壊の素因となっている可能性 I
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地域東側は平成30年豪雨による崩壊発生数が少ない

不安定な地質の多くが20 1 8年豪雨までに過去の降雨で安定化していた可能性がある．
これは本地域のような 「深層崩壊の発生集中場」がこれまで認識されていなかった理由
でもある．
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仏像線に近接した砂岩または砂岩泥岩互層付加体が侵食されやすい可能性

r
 

地理院地図

陰影起伏図
＋ 

シームレス地質図V2
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仏像構造線に沿って狭い領域に砂岩の変形領域が存在していることは既に
甲藤・三井 (1976)も指摘している．
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まとめ
•特徴的な地質構造を素因とする深層崩壊が集中して発生する地域が存在することが明らかになった．

・高頻度の深層崩壊の発生は地形に反映されており，四国西部四万十帯北縁部に起伏の小さな領域を

作っている． これらは付加体を成す変形した砂岩または砂岩泥岩互層の領域である．

• 2 0 1 8年豪雨によって発生した深層崩壊には非流動性のもの，流動性のものがあり，前者は地質時

代の断層変形により分離した砂岩レンズ状岩塊の崩壊，後者は砂岩の断層角礫の崩壊を原因とする．

いずれも深部への透水経路が地断層運動によるせん断作用と重力変形によって形成されていたと思わ

れる．不連続で高透水性の構造は，付加体に特徴的な大規模せん断帯であるメランジュと関係してい

ると思われ，地質時代のせん断作用は特に砂岩に特徴的に不安定な斜面を形成している可能性がある．

・深層崩壊の頻発地域では高密度DEMの分析によって過去の崩壊痕跡を抽出可能である．これによって

深層崩壊の頻発地域を検出可能である．ただし，侵食イベントを経験し地域的に不安定な場所が除去

されている場合もある．
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